	26～28単位時間
	Ｄ　情報に関する技術

	特　徴
	・教科書を活用し，体験的な活動を通して，ディジタル情報に関する科学的な理解（「知識・理解」の観点）と，基本的な技能（「技能」の観点）の習得を深めるように構成。
・ディジタル作品の設計・制作と，コンピュータを用いた計測・制御は，共に実習時間を十分に確保し，生徒の設計・構想力（「工夫・創造」観点）を高めるように構成。
・題材全体を通して，情報社会や情報の技術に対する「関心・意欲・態度」を育てるように配慮。


	題材の評価規準

	生活や技術への
関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術について
の知識・理解

	○情報に関する技術について関心をもっている。

○ディジタル情報を活用する際に，著作権等の権利を意識している。

○情報に関する技術を適切に活用しようとしている。
	○使用目的や使用条件に即してディジタル作品の設計を工夫している。

○目的や条件に応じて情報処理の手順を工夫している。

○よりよい社会を築くために，情報に関する技術を適切に評価し活用している。
	○目的や条件に応じて，情報手段を適切に選択し，活用できている。

○多様なメディアの複合，表現や発信ができている。

○簡単なプログラムを作成できている。
	○コンピュータにおける基本的な情報処理の仕組み，情報通信ネットワークにおける安全な情報利用の仕組み，メディアの特徴と利用方法，コンピュータを用いた計測・制御の基本的な仕組みについて知識を身に付けている。

○情報に関する技術と，社会や環境とのかかわりについて理解している。


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容

１ 中項目 ①小項目
( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動

■学習課題　○生徒の活動

●教科書記載の「ふり返り」
	評価規準・評価方法

実線枠内は中項目での評価規準の例

中項目時点で行う学習評価

作品，ペーパーテスト等で行う学習評価

	１ 情報とわたしたちの生活

　【A(1)ｱｲ】
	1
	
	

	①情報社会の技術を見てみよう
(p.174)
	(0.5)
	■身の回りにある情報に関する技術に関心をもつ。
○教科書や提示資料などを見ながら，社会の情報の技術を見つける。
	

	②情報の技術とその役割(p.176)
	(0.5)
	■コンピュータを利用した情報の技術の利用例やはたらきについて関心をもつ。

○教科書や提示資料などを見ながら，情報の技術をあげ，その役割を想像してみる。
	

	
	
	
	
身の回りにある情報の技術の利用例をノートに記入させるふり返りを行い，その様子を読み取る。

	２ コンピュータと情報処理

　【D(1)ｱ】
	2
	
	

	①コンピュータの構成(p.178)
	(0.5)
	■コンピュータを構成する要素の種類や役割を知る。

○具体物と教科書を見比べながら，構成する装置などの名称と役割を確かめる。
	

	②情報を処理するしくみ(p.180)
	(0.5)
	■コンピュータが情報を処理するしくみを知る。

○人間の処理手順と比べながら，コンピュータが情報を処理するしくみを確かめる。
	

	③ディジタル化の方法(p.182)
	(0.5)
	■コンピュータで情報を利用するために必要なディジタル化の方法と特徴を知る。

○「次の絵をディジタル化してみよう」の体験を通して，ディジタル化された情報の特徴を確かめる。
	

	④ディジタル化した情報の量と保存(p.184)
	(0.5)
	■ディジタル化した情報の量の表し方と，保存する方法を知る。

○「調べてみよう」の投げかけから，ビットとバイトの単位を確かめる。

○これまでの経験を思い出し，フォルダやファイルの役割，記憶媒体や記憶容量の関係等を確かめる。
	

	
	
	

	
装置の役割や，ディジタル化の利点に関するふり返りを行い，理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	３ 情報通信ネットワークの利用

　【D(1)ｲ】
	2
	
	

	①ネットワークの構成(p.186)
	(0.5)
	■ネットワークの種類と構成を知る。

○具体物と教科書を見比べながら，ネットワークの構成や種類を確かめる。
	

	②ネットワークでできること
(p.188)
	(0.5)
	■ネットワークを利用して，できることを知る。

○「見つけてみよう」を見て，これまでの経験を思い出し，インターネットでできることを確かめる。
	

	③情報を伝えるしくみ(p.190)
	(1)
	■インターネットなどのネットワークで情報を伝えるしくみを知る。

○「調べてみよう」を読み，電子メールが届くしくみを例にしながら，パケット通信のしくみを確かめる。
	

	
	
	

	ネットワークのしくみや，インターネットの利用例についてふり返りを行い，理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	４ ネットワークと情報セキュリティ

【D(1)ｳ】
	2
	
	

	①ネットワークの安全性(p.192)
	(0.5)
	■ネットワークの危険性と安全対策の必要性を知る。

○「話し合ってみよう」を見て，便利な面と危険な面を話し合う。
	

	②情報セキュリティ(p.194)
	(1.5)
	■安全に情報を利用するためのしくみを知る。

○「調べてみよう」から，パスワードの表示の必要性を挙げる。

○教科書を読み，経験を思い出しながら，それぞれのセキュリティ対策の仕組みや特徴を確かめる。
	

	
	
	
	ネットワーク利用時の危険，それを防ぐセキュリティ対策についてふり返りを行い，理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。



	５ 情報モラルと知的財産

　【D(1)ｳ】
	3
	
	

	①利用するときのモラル(p.198)
	(0.5)
	■情報を扱う際のルールやマナーなどのモラルの必要性を知る。

○「話し合ってみよう」を見て，気をつけたいことを挙げ，情報モラルの必要性を確かめる。
	

	②発信するときのモラル(p.199)
	(0.5)
	■相手の立場に立った情報発信のモラルを知る。

○「話し合ってみよう」を見て，情報を発信する際に気をつけている例をあげ，発信するときのモラルの必要性を確かめる。
	

	③人権や個人情報の保護(p.200)
	(1)
	■人権や個人情報を保護するためのルールや利用のしかたについて考える。

○「話し合ってみよう」を見て，失敗した経験などを話合い，学習課題をつかむ。

○三つの事例を読み，問題点を確かめるとともに，解決方法を考える。
	学習した知識等を活用して，問題を解決する方法を考えてノートに記述している様子を読み取る。

	④知的財産の保護

(p.202)
	(1)
	■知的財産を保護する利用のしかたを考える。

○「調べてみよう」を読み，失敗例を思い起こし，学習課題をつかむ。

○知的財産と著作権の保護について，習得内容を活用し，違反しない利用方法を考える。
	学習した知識等を活用して，問題を解決する方法を考えてノートに記述している様子を読み取る。

	
	
	
	　 ディジタル化された情報の特徴とそれに伴って注意することについてふり返りを行い，理解している様子を読み取る。

ふり返りを行い，学習内容を踏まえて考えている様子や，具体的な問題解決の方法を考えている様子を読み取る。

ふり返りを行い，情報の技術を適正に活用しようとしている姿勢を読み取る。

ペーパーテストで，場面に応じて適正に考えられるかどうかを見取る。

	６ ディジタル作品の設計と制作

　【D(2)ｱｲ】
	8
	
	

	①生活の中のメディア(p.204～205)

  【D(2)ｱ】
	(0.5)
	■生活の中で利用されている情報の表現手段や特徴を知る。

○「調べてみよう」の投げかけから，テレビや広告などにある情報の違いを見付け，コンピュータが扱う情報を比較しながら，各メディアの特徴を確かめる。

○実習例１～３(p.214～217)をながめながら，メディアを複合して作品にする方法を確かめる。
	ワークシートなどで，メディアの特徴と利用方法，複合する方法を理解している様子を読み取る。

	②ディジタル作品の構想
(p.206～207)

  【D(2)ｱ】
	(1.5)
	■メディアの特徴を活用し，目的や条件を考えて，ディジタル作品を設計する。

○「やってみよう」を読み，メディアを活用して解決できそうな課題を，生活の中から見付ける。

○学校で可能な複合の方法や，先生が指定した複合の方法を，制約条件として知っておく。

○アイディアスケッチをかきながら，考えをまとめる。

○１～５の順に考えて，制作工程表を完成させる。
	

制作工程表で，次の点を読み取る。

　①課題が明確か。

　②目的や条件は明確か。

　③メディアの特徴を生かしているか。

④制作手順を整理できているか。

制作工程表で，利用者を意識した自分らしい設計(色づかい，レイアウト等)や，知的財産に配慮している様子を読み取る。

	③情報の収集と加工(p.208～211)

  【D(2)ｲ】
	(4)
	■制作工程表にそって，必要な素材を集めて加工する。

○各メディアの加工の仕方を知り，素材にあった加工ができるように練習する。

○工程表１のテーマに沿い，工程表２にまとめた手順に従って，必要な素材をつくる。
	

	④作品の制作・発表

(p.212～213)

  【D(2)ｲ】
	(2)
	■目的に合った表現になるように工夫して制作し，発表する。

○(1)目的にあった表現になるように工夫して素材を組み合わせる。

○(2)点検項目に沿って全体を見直し，必要な修正をする。

○(3)発表し，互いに作品を評価して評価結果を基に修正する。

○(4)発表後に，「作品評価表」で自分の作品や発表をふり返る。
	授業観察や作品で，制作工程表に沿い，適切な方法でメディアを加工・複合している様子を見取る。

	
	
	
	教科書へのかき込みで，制作手順を理解している様子を読み取る。

ふり返りを行い，ディジタル情報の特徴やメディアの特徴を，作品づくりに生かしている様子を読み取る。


	７ プログラムによる計測・制御

【D(3)ｱｲ】
	8
	
	

	①生活の中にある計測・制御

(p.218～219)

【D(3)ｱ】
	(1)
	■コンピュータが機器を制御していることを知る。

○「見つけてみよう」を見ながら，計測・制御の利用例を見つける。

○教科書の事例を見て，コンピュータが機器を制御していることを知る。
	

	②計測・制御システム(p.220～221)

【D(3)ｱ】
	(1)
	■コンピュータを用いた計測・制御の基本的なしくみを知る。

○「話し合ってみよう」を見て，周囲の状況を読み取って（計測して），頭の中で考えてから，体を動かして（制御して）いることを知る。

○システムを構成する部分や，インタフェースの役割を知る。

○身の回りにある計測・制御システムの例を挙げ，構成する部分の役割を説明する。
	

	③処理の手順とプログラム

(p.222～225)

【D(3)ｲ】
	(1)
	■情報を処理する手順を知り，目的や条件に合うプログラムを作成する。

○「やってみよう」に取り組み，情報を処理するために，手順を考える大切さを知る。

○48図を見て，基本的な処理の流れを知る。

○p.223やp.224のプログラム例を見て，どのように動作するか読み取る。

○身の回りにある計測・制御システムの例を挙げ，その動作手順を書き表してみる。
	ふり返りを行い，計測・制御システムの構成，インタフェースの役割，情報を処理する手順を理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	④プログラムによる模型の制御

(p.226～227)

  【D(3)ｲ】
	5
	■目的や条件に合うプログラムを工夫し，模型を制御する。

○先生から提示された学習課題をつかむ(例：迷路を抜ける，ものを運ぶ，光を点灯させる)。

○プログラムを作る上での制約条件をつかむ(例：センサを使う，制限時間がある，エネルギー消費を少なくする)。

○(1)実現したい動作を決める。

○(2)教科書の点検項目を見て，制御したい機器のしくみを調べ，これを動かす手順を決める。

○(3)使用するプログラム言語の命令後を調べる。

○(4) (1)で考えた動作を実現できるよう，プログラムを作成する。

○(5)プログラムを実行して，課題を解決できるか確かめ，必要に応じてプログラムを修正する。

○学習をふり返り，最終的にうまくいったプログラムと，試行錯誤して修正した点や配慮した点を，ノートに記録する。
	


授業観察やプログラムで，課題を解決できるプログラムを完成できている様子を読み取る。

ふり返りを行い，課題に合う最適な情報処理の手順(プログラム)を考えるポイントを整理できている様子を読み取る。

ふり返りを行い，プログラムを考える際に，周囲の人への配慮がなされている様子を読み取る。

	
	
	
	ふり返りを行い，計測・制御システムの便利な点・注意が必要な点・使い方を工夫したい点を考えられている様子を読み取る。

ペーパーテストで，課題に合うプログラムを考えられる様子を見取る。


	８ 情報に関する技術とわたしたち

  【D(1)ｴ】
	1
	
	

	①社会・環境とのかかわり

(p.234～235)
	(0.5)
	■情報の技術の発達と，社会の変化や環境問題とのかかわりを考える。

○「調べてみよう」から，問題になっている点をあげ，学習課題をつかむ

○技術の進歩が，人権・福祉，社会や産業，環境などに与えているプラスとマイナスの影響を挙げていく。

○p.235「三人の会話を見て…」を読み，受け止め方を話し合って共有する。
	

	②情報社会を生きるために

(p.236～237)
	(0.5)
	■情報の技術の長所と短所を判断し，自分の将来や生き方への活用のしかたを考える。

○「発表してみよう」から，コミュニケーションを豊かにするための，情報の技術の上手な使い方を話し合い発表する。

○情報社会を上手に生きることについて，①で学習した情報の技術のプラスとマイナスの評価を活用し，将来を想定し，豊かさと社会や環境への影響との「おりあい」を付けた活用方法を考える。
	

	
	
	
	ふり返りを行い，情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解している様子を読み取る。

ふり返りを行い，情報の技術が与えるプラスとマイナスのおりあいを付けた活用方法の考えを読み取る。

ふり返りを行い，情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，そのおりあいを付けて上手に使っていこうとする態度や姿勢を読み取る。

	
	
	○題材の学習をふり返り，情報の技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。

	題材全体をふり返って記述をさせ，最初に比べて，情報に関する技術への関心が高まっている様子を読み取る。




生活や技術への関心・意欲・態度
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	技術への関心
	１ [ふり返り]
５ [ふり返り]

６ 制作工程表

８ 初発と終末の[ふり返り]の比較
	○身の回りにある情報の技術を積極的に見つけている。

○情報の技術を適正に活用しようとしている。

○利用者や，知的財産に配慮しようとしている。

○最初に比べて，最後の方が情報の技術に対する関心が高まり，知識の広がりや気持ちの変化が見られる。
	○授業で扱っていない範囲まで，身の回りにある情報の技術を見つけている。
○情報の技術を適正かつ積極的に活用しようとしている。
○利用者を意識した自分らしい設計や，知的財産への配慮をしている。

○最初に比べて，最後の方が情報の技術に対する関心が高まり，「情報」に対する概念の変化まで見られる。

	評価と活用
	８ [ふり返り]
	○情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，自分の生活の範囲でマイナスを小さくしてプラスを生かそうとする態度や姿勢を読みとれる。
	○情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，社会や環境とのかかわりの中でマイナスを小さくしてプラスを生かそうとする態度や姿勢を読みとれる。

	知的財産
	６ 制作工程表

　７ [ふり返り]
	○著作権に配慮し，素材を適切に活用しようとしている様子を読みとれる。
	○著作権や肖像権等，知的財産に配慮し，これを適切に活用しようとしている様子を読みとれる。


生活を工夫し創造する能力

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	情報モラル
	５ ③ワークシート等
  　 ④ワークシート等
　 　○［ふり返り］

　　 ○ペーパーテスト
	○情報モラルに関する問題を解決するために，注意したいことを具体的に考えることができている。
	○情報モラルに関する問題を解決するために，情報の技術を適正に活用して，状況や場面に応じた，解決方法を具体的に考えることができている。

	設計と制作
	６ ②制作工程表

  　 ④［ふり返り］
	○作品の使用目的を実現するために，メディアの特徴を生かして，作品の構成を考えることができている。
	○作品の使用目的を実現するために，課題を明確にし，メディアの特徴を生かし，条件を考慮して，作品の構成と制作手順を考えることができている。

	
	７ ④［ふり返り］

  　 ○ペーパーテスト
	○学習課題を解決するための，情報処理の手順(プログラム)を考えることができている。
	○学習課題を解決するために，学習した知識等を活用して，制約条件を踏まえて，最適な情報処理の手順(プログラム)を考えることができている。

	評価と活用
	８［ふり返り］　
	○情報社会を上手に生きるために，社会や環境へ情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，豊かさと悪影響との「おりあい」の付けかたを自分なりに考えることができている。
	○情報社会を上手に生きるために，社会や環境へ情報の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，豊かさと悪影響との「おりあい」を付けながら，情報の技術を適切に活用する方法を考えることができている。


生活の技能

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	設計と制作
	６ ③④授業観察や作品
	○適切なソフトウェアを用いて素材を加工・複合して，ディジタル作品を完成できる。
	○制作工程表に基づき，適切なソフトウェアを用いて素材を加工・複合して，ディジタル作品を完成できる。

	
	７ ④授業観察やプログラム
	○学習課題を解決できるプログラムを完成できる。
	○学習課題を解決して，考えた動作を実現でき，さらに効率の良いプログラムを完成できる。


生活や技術についての知識・理解

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	情報モラル
	５［ふり返り］
	○著作権や，情報の発信に伴って発生する可能性のある問題と，発信者としての責任について説明することができる。
	○著作権や，情報の発信に伴って発生する可能性のある問題と，発信者としての責任について，情報の特徴をふまえて説明することができる。

	科学的な理解
	２［ふり返り］

　３［ふり返り］

　４［ふり返り］

　７ ①②③ワークシート等
　○ ペーパーテスト
	○コンピュータの構成，基本的な情報処理のしくみ，ディジタル化の方法，ネットワークの種類と構成，情報を伝えるしくみ，ネットワーク利用時の危険とそれを防ぐセキュリティ対策，メディアの特徴と利用方法，計測・制御システムの構成，プログラムによる情報の処理の手順等を説明することができる。
	○コンピュータの構成，基本的な情報処理のしくみ，ディジタル化の方法，ネットワークの種類と構成，情報を伝えるしくみ，ネットワーク利用時の危険とそれを防ぐセキュリティ対策，メディアの特徴と利用方法，計測・制御システムの構成，プログラムによる情報の処理の手順等を十分に理解し，生活における事例に当てはめながら説明することができる。

	
	６ ①ワークシート等
　　 ④教科書への書き込み

○ ペーパーテスト
	○授業で学習したディジタル作品を制作する手順を説明できる。
	○授業で学習した作品以外にも通用する，ディジタル作品を制作する一般的な手順を説明できる。

	評価と活用
	８［ふり返り］
	○情報の技術が，生活や環境に与えるプラスとマイナスの影響を理解している。
	○情報の技術が，人権・福祉，社会や産業，環境などに与えるプラスとマイナスの影響を理解している。


●コンピュータネットワークのしくみがわかりましたか。構成する機器をいくつかかいてみよう。


●インターネットを利用してできることがわかりましたか。例をかいてみよう。





●コンピュータ本体を構成する装置がわかりましたか。その役割を三つかいてみよう。


●ディジタル化の利点がわかりましたか。三つかいてみよう。





●身の回りにある情報の技術に関心をもてましたか。あなたの生活で，情報の技術がいつでも，どこでも，だれでも使えるようになっている例をいくつかあげ，かいてみよう。





知：著作権や，情報の発信に伴って発生する可能性のある問題と，発信者としての責任についての知識を身に付けている。





知：コンピュータの構成，基本的な情報処理の仕組み，ディジタル化の方法について説明できる。





関：情報に関する技術について関心を示している。





題材の評価規準に基づく，実現状況の判定例





●ネットワーク利用時の危険についてわかりましたか。いくつかかいてみよう。


●また，このような危険を防ぐための方法がわかりましたか。対策をあげて，かいてみよう。





関：情報社会において適正に活動しようとしている。





工：情報に関する技術の利用場面に応じて，適正に活動している。





●ディジタル化された情報を扱うときに気をつけることがわかりましたか。三つかいてみよう。


●ディジタル化された情報の特徴を考えましたか。特徴を生かした活用のしかたをまとめよう。





知：メディアの特徴と利用方法，メディアを複合する方法を説明できる。





工：生活上の課題を解決するために，メディアの特徴を生かし，ディジタル作品の使用条件を踏まえて，制作工程を決定できている。





関：利用者が安心して利用できる作品を設計・制作しようとしている。新しい発想を生み出し活用しようとしている。





技：制作工程表に基づき，適切なソフトウェアを用いディジタル作品を完成できる。





●ディジタル作品の作成手順を考えましたか。手順をかきだしてみよう。


●テーマの構想から発表まで，ディジタル化した情報の特徴を生かして工夫しましたか。工夫した点をかいてみよう。





知：計測・制御システムの構成，プログラムによる情報の処理の手順，インタフェースの役割を説明できる。





関：周囲に迷惑をかけないように配慮して，新しい発想を生み出し，プログラムを作成しようとしている。





技：設計に基づき，簡単なプログラムを作成できる。





工：課題を解決するために，学習したことを生かし，条件を踏まえて，よりよいプログラムを選択・作成できている。





●計測・制御システムによる技術についてわかりましたか。便利な点や注意する点，工夫した点をまとめてみよう。


○便利な点／○注意する点／○工夫した点





●情報の技術とのじょうずなつき合い方について考えましたか。あなたの将来や今後の生き方を予測して，かいてみよう。





（最初に情報に関する技術に対する意識を記述させ，題材末に行うふり返りと比較することで，技術への意識の変化を読み取る。）
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知：ネットワークの種類と構成，情報を伝えるしくみを説明できる。





知：著作権や，情報の発信に伴って発生する可能性のある問題と，発信者としての責任についての知識を身に付けている。





知





関：情報の技術と上手に付き合うために，プラスとマイナスのおりあいを付けて，自分なりに情報の技術を積極的に活用して付き合おうとしている。





知：情報の技術が，社会や環境などに与えるプラスとマイナスの影響を知る。





工：情報の技術と上手に付き合うために，学習したことを生かし，プラスとマイナスのおりあいを付けて，自分なりの技術の活用法を考えることができる。





知














